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ダイワボウホールディングスの⻄村です。
本⽇はお忙しい中、ご参加いただきありがとうございます。
それでは2025年3⽉期決算についてご説明申し上げます。
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こちらの項⽬に沿ってご説明いたします。
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2025年3⽉期決算
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まずは2025年3⽉期の決算についてご報告いたします。
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連結決算ハイライト

3

Windows更新需要に伴う⼒強いIT投資需要を
着実に捉えて過去最⾼売上⾼を達成

2025年3⽉期（2024年4⽉1⽇〜2025年3⽉31⽇）

 PC販売では、⼤企業を中⼼に拡⼤したWindows10サポート終了に伴う更新需要を
着実に獲得

 iKAZUCHI(雷) のサービス拡充によってエンドユーザー数を伸ばし、⾼成⻑を維持
 ⽂教向けは校務PC案件により前期⽐で⼤幅に実績拡⼤

ITインフラ
流通事業

 ⼯作機械部⾨を中⼼に受注は回復傾向だが、前年の受注減少が影響し減収減益
 2025年2⽉27⽇公表のランサムウェア被害による当期業績への影響は軽微だが、

2026年3⽉期にかけても影響がある⾒込み
産業機械事業

 配当⾦は26円増配の90円で配当性向33.2％を予定
 ⾃⼰株式取得は2024年12⽉までに約100億円の取得を完了し、総還元性向73.3％

を予定
株主還元

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

前年度のハイライトです。ITインフラ流通事業においてWindows更
新需要が拡⼤し、過去最⾼の売上⾼を達成しました。
注⼒しているサブスクのビジネスについては、iKAZUCHI(雷)という
サービスを活⽤して⾼い成⻑を維持しています。
産業機械事業は、⼯作機械部⾨を中⼼に受注は回復傾向にあります
が、⼀昨年の受注減少が影響し、前年度の業績は減収減益となりま
した。
また、今年2⽉に発⽣したランサムウェア被害の今期業績への影響は
軽微な状況です。
各事業の状況については後ほどご説明いたします。
株主還元については、26円の増配を⾏い、100億円の⾃⼰株式取得
も⾏ったことから、総還元性向は73.3％を予定しております。
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2025年3⽉期 売上⾼
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売上⾼ 1兆1,368億円

前期⽐ ＋17.5%

（百万円）

過去最⾼の売上⾼を更新

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

それではグループの前年度業績について振り返ります。
売上⾼は１兆1,368億円となり、前期⽐では17.5%増となりました。
これは4年前の売上⾼を更新して、過去最⾼となっております。
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2025年3⽉期 営業利益
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（百万円）

営業利益 348億円

前期⽐ ＋12.7%

営業利益率 3.1%

過去２番⽬の⽔準
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営業利益は348億円となり、前期⽐では12.7%の増益となりました。
こちらは同じく4年前の350億円に次ぐ、過去2番⽬の⽔準です。
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2025年3⽉期 連結経営成績
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計画⽐期初計画予想⽐業績予想
（2/7修正）前期⽐増減2025/32024/3

（百万円）

+16.6%975,000△0.5%1,142,500+17.5%+169,0571,136,817967,760売上⾼

+12.2%31,100+1.2%34,500+12.7%+3,93534,89930,963営業利益

+12.6%31,500+1.6%34,900+12.8%+4,02235,45431,431経常利益

+13.5%21,800+3.6%23,900+477.9%+20,46824,7514,283親会社株主に帰属する
当期純利益

+16.3%233.24+4.1%260.71+492.2%+225.55271.3745.82
1株当たり
当期純利益（円）
（EPS）

2025/32024/3
16.8%3.0%⾃⼰資本当期純利益率（ROE）
8.4%7.7%総資産経常利益率（ROA）
3.1%3.2%売上⾼営業利益率

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
※前期は⼤和紡績の業績および株式譲渡に伴う減損損失を含みます

連結の売上・利益の実績をまとめたものです。
⼀昨年は⼤和紡績の株式譲渡による特別損失のため、EPSおよび
ROEは低い数値でしたが、前期は過去最⾼のEPSを達成し、ROEも
16.8%と⼤きく回復しております。
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営業利益 推移（実績）
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91.1

(億円)

繊維事業連結除外に
よる営業利益減少

▲15.8

ベースアップ
▲5.4

給与・賞与
▲10.0

福利厚⽣等
▲7.0

その他
▲3.9

システム改修費
▲4.5

物流費
▲7.5

その他
▲1.3

販売費及び⼀般管理費

2024/3
営業利益

2025/3
営業利益

売上利益の増加 ⼈件費の増加
販管費の増加
(⼈件費以外)

売上利益

繊維事業
営業利益の減少

販管費の減少
(⼈件費以外)

15.8

26.3
13.3

309.6

348.93.6

営業利益の推移についてご説明いたします。
前年度は繊維事業の利益が含まれていましたので、その分を除く内
訳になります。
⼈件費は、5.4億円のベースアップと給与・賞与の増加および福利厚
⽣費⽤等に関連する費⽤により26億円増加しています。
⼈件費以外では、ITインフラ流通事業で基幹システムの更新に関わ
るシステム改修費の増加、また売上増に伴う物流費が増加しており
ます。
産業機械事業においては、受注減少に伴い、⼈件費以外の販売管理
費が減少しています。
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2025年3⽉期 連結財政状態・キャッシュフロー
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主な増減理由増減2025/32024/3（百万円）

売上債権及び在庫の増加+34,865440,122405,256総資産
剰余⾦の増加+10,176152,310142,133純資産
総資産の増加△0.5%34.6%35.0％⾃⼰資本⽐率

+174.691,693.241,518.561株当たり
純資産（円）

2025/32024/3（百万円）

5,90924,544営業活動によるキャッシュ・フロー
△2,588△4,946投資活動によるキャッシュ・フロー

△17,402△2,856財務活動によるキャッシュ・フロー
55,22169,172現⾦及び現⾦同等物期末残⾼

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

運転資本の増加
（Win更新＋GIGA受注分の在庫増加）△18,6345,909→24,544営業活動によるキャッシュ・フロー

⾃⼰株式の取得△14,545△17,402→△2,856財務活動によるキャッシュ・フロー

こちらは連結財政状態とキャッシュフローです。
総資産は、売上債権および在庫の増加に伴い348億円増加しておりま
す。
営業活動によるキャッシュフローは、Windows更新やGIGAスクー
ルへの対応の為、戦略的に在庫を増やしていることから、運転資本
の増加により59億円となりました。
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2025年3⽉期 セグメント別業績

9© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

前期⽐増減2025/32024/3（百万円）

＋25.6%＋229,2281,123,922894,693ITインフラ流通

売上⾼
△2.4%△31812,89513,213産業機械

ー△59,210ー59,210繊維

ー△642ー642その他

＋17.5%＋169,0571,136,817967,760合計

＋20.5%＋5,80034,04528,244ITインフラ流通

営業利益

△17.4%△1808521,032産業機械

ー△1,580ー1,580繊維

ー△63ー63その他

△95.7％△41142（調整額）

＋12.7%＋3,93534,89930,963合計

セグメント別業績はご覧のとおりです。
ITインフラ流通事業は、売上⾼、営業利益ともに過去最⾼の実績と
なります。
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セグメント構成割合
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2025/32024/3

98.9%92.4%ITインフラ流通

1.1%1.4%産業機械

ー6.1%繊維

2025/32024/3

97.6%91.2%ITインフラ流通

2.4%3.3%産業機械

ー5.1%繊維

売上⾼構成割合 営業利益構成割合

売上⾼ 1兆1,368億円

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

ITインフラ流通

97.6%

産業機械

2.4%

営業利益 348億円

ITインフラ流通

98.9%

産業機械

1.1%

セグメントの構成割合はご覧のとおりです。
それでは セグメント毎にご説明いたします。
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ITインフラ流通事業
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（百万円）

691,281 828,997 894,693
1,123,922

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

21,651 25,394 28,244
34,045

3.1% 3.1% 3.2% 3.0%

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

■売上⾼ ■営業利益 ■売上⾼営業利益率

（前期⽐+25.6%）1,207,361百万円取扱⾼ ※旧基準売上⾼

（前期⽐+25.6%）1,123,922百万円売上⾼

（前期⽐+20.5%）34,045百万円営業利益

（前期⽐+29.2%）389.4万台PC出荷台数
（前期⽐+6.2%）6.2万台サーバー出荷台数

（前期⽐+42.2%）40,541百万円iKAZUCHI(雷)取扱⾼

事業概況
企業向けは、⼤企業を中⼼としたWindows10サポート終

了に伴うPC更新需要が好調。ITインフラ案件の販売体制を
強化したことにより、データセンターなどでサーバーや
ネットワークの実績が伸⻑

官公庁向けは、⼤型のIT整備案件を複数獲得
⽂教向けは、校務PCとGIGAスクール第2期の先⾏調達案

件を獲得。本格化する調達状況について各⽅⾯からの情報
収集を継続中

コーポレート
向け市場

メーカー各社と協働して量販店向け店舗⽀援体制を強化し
たことでコンシューマ部⾨全体で前年売上⾼を上回る

コンシューマ
向け市場

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

まずはITインフラ流通事業です。
企業向けのビジネスにおいて、特に⼤企業を中⼼としたWindows更
新需要が⾮常に好調でした。
加えて、ITインフラ案件の販売体制を強化したことによる、データ
センター向けなどのサーバーやネットワークの実績が伸⻑しました。
官公庁、⽂教向けのビジネスも好調に推移しており、iKAZUCHI(雷)
経由でのクラウド関連ソフトウエア実績も⼤幅に拡⼤しております。
これらの更新需要をうまく捉えて、ITインフラ流通事業としては、
単独セグメントとして初めて1兆円を超える、1兆1,239億円の売上
を達成しました。
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ITインフラ流通事業 前年同四半期（4Q）⽐較
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246,180 272,417 
324,241 

2023/3
4Q

2024/3
4Q

2025/3
4Q

9,124 
10,784 

12,567 

3.7% 4.0% 3.9%

2023/3
4Q

2024/3
4Q

2025/3
4Q

■売上⾼ ■営業利益 ■営業利益率

前年度4Qとの業績差異について

 PC出荷台数 ＋26.4%（119.7万台）
前年も好調に推移(+16.7%)したが、更にWindows
更新に向けた需要の⾼まりを⾒せ⼤きく増加

 iKAZUCHI（雷）取扱⾼ ＋47.3％
4Qにはエンドユーザー数10万社を超え、契約サービ
ス数とともに着実に成⻑

 業種別では、情報通信業、サービス業、製造業が好調
に推移し⼤幅増加

 今期の利益率は、3Qまでの複数⼤型案件の影響により
例年よりも低い利益率で推移したが、4Qは中⼩型の案
件を多数獲得したことにより昨年の⽔準に迫る

多くの国内企業で決算期となる3⽉と9⽉に実績が集中
する傾向があるため、前四半期との⽐較ではなく、前
年の同対象期間と⽐較

ITインフラ流通事業の季節性について

+10.7%

+18.2%

(百万円）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

+19.0%

+16.5%

これは第4四半期だけの実績を前年と⽐べたものです。
PC出荷台数においては、前年も+16.7%と強い伸びを⾒せましたが、
今期は更に＋26.4%増加し、Windows更新に向けた需要を
しっかりと獲得できています。
iKAZUCHI(雷)については後のページでも出てきますが、契約エンド
ユーザー数が10万社を超えてきており、着実に成⻑しております。
また利益率については、3Qまでの複数⼤型案件の影響により例年と
⽐較すると若⼲低い利益率で推移しておりましたが、4Qでは中⼩型
案件の増加に伴い、⼀定の利益率を確保することが出来ました。
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国内PCマーケットシェア
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2,929 
2,604

3,995 

5,136 

2,838 2,992 3,014

3,894

23.2% 28.2%

33.6%

38.2%

34.0%
36.8% 37.6%

36.5%

17.7% 22.0%

26.1%

29.7%

24.5%
26.6%

28.0% 28.8%

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

当社PC出荷台数（千台）

DIS国内シェア（法⼈向け）

DIS国内シェア（全体）

法⼈利⽤のPC 3台に1台以上は当社が関与

※MM総研調査結果より算出
（2025/3は調査会社の速報値をベースにしているため、シェアの公表値を変更する可能性があります）

2025年３⽉期ハイライト

 PC年間出荷台数 389.4万台(＋29.2%)
• Windows更新に向け、⼤企業を中⼼に需要

の⾼まりを⾒せ前期⽐⼤幅増加

 国内法⼈向けシェア 36.5％
• 流通在庫量の増加に伴いシェアは僅かに低

下と推測も、引き続き⾼⽔準を維持
• 全国拠点の営業体制、流通網、サービスを

含めたセット販売などの付加価値によりDIS
との協業メリットはメーカーに浸透してお
り、市場の期待値は⾼い

 AI PC（NPU搭載）
• 各社対象モデルが出そろい、4Qから徐々に

出荷実績が増加
• 活⽤提案を含めた啓蒙活動により、今後の

需要増加をメーカー協働で推進

こちらは国内PC出荷台数における当社のマーケットシェアです。
2025年3⽉期のPCシェアは速報ベースになりますが、全体では
28.8％と増加しており、好調に推移しております。
⼀⽅で法⼈向けの市場においては36.5％でした。前年度と⽐較して
少し下がっておりますが、これは、⾼まる需要に備えて流通在庫量
が増加している影響が出ているのではないかと考えています。
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商品カテゴリ別実績
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16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

＜DISカテゴリ別取扱⾼推移＞

*PC本体＝PC、サーバー、タブレット、スマートフォン等の端末本体

前期⽐構成⽐

+34.0%48.3%PC本体*
+18.6%34.7%周辺機器・サービス等
+20.4%17.0%ソフトウェア

複合提案の推進により
PC以外のカテゴリも継続的に成⻑

2025年３⽉期ハイライト

 PC本体等 ＋34.0%
• PC、サーバー、タブレット、スマートフォンす

べてのカテゴリで前期⽐増加

 周辺機器・サービス等 ＋18.6％
• PC出荷増加に伴い、ネットワーク環境構築やPC

サプライ品も増加
• ネットワーク(+23.4%)、サービス＆サポート

(+24.0%)、サプライ等(+40.6%)
• プリンタ関連は横ばいも微増

 ソフトウェア等 +20.4%
• 主要ベンダーの製品単価は上昇傾向
• iKAZUCHI(雷)取扱⾼ +42.2%
• IaaS関連サービス（AWS、Azure等）も順調に

拡⼤
• サブスクリプション市場では、iKAZUCHI(雷)の

取り扱いサービス内容を拡充し、エンドユー
ザー数、契約サービス件数ともに着実に成⻑

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

また、カテゴリ別の実績ですが、PCの⼊れ替えに伴い、ネットワー
ク環境構築やサプライ品およびソフトウェアの需要も増加しており、
好調に推移しています。
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28,505 
40,541 

2024/3 2025/3

取扱⾼⽬標400億円 突破

■iKAZUCHI（雷）
12ヵ⽉累計取扱⾼の推移（年額課⾦等を考慮）

iKAZUCHI（雷）経由の取扱⾼

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 15

iKAZUCHI（雷）の成⻑軌道
課⾦形態として年額での購⼊⽐率が⾼いため、四半
期毎ではなく12ヵ⽉累計の推移を⾒ることで着実な
成⻑が確認できる

iKAZUCHI(雷)を利⽤した取扱⾼
サブスクリプション管理ポータル「iKAZUCHI(雷)」を通じた

販売パートナーへの販売総額（ソフトウェアの内数）

サブスクリプションビジネスの
市場を拡⼤し継続収益の「地盤」を強化

対応ベンダー・サービス数

130ベンダー

243サービス
（2024/3）

137ベンダー

258サービス
（2025/3）

（百万円）

2025/3   前期⽐ +42.2%

（百万円）

3,670

40,541

7,596
11,155

14,708

20,499

28,505

2019/3〜2025/3 CAGR +49.2%

こちらは注⼒しているサブスクビジネスで、DISのオリジナルの管理
ポータルであるiKAZUCHI(雷) 経由の取扱⾼を⽰したグラフです。
ソフトウェアを中⼼とした継続課⾦ビジネスは着実に成⻑しており、
2025年3⽉期は⽬標である400億円を超えた実績を残しました。
取り扱いベンダー数やサービスメニューの件数も着実に増え、他社
にない優位性を発揮しています。
4半期累計の推移を⾒ると右側のグラフになりますが、これがストッ
クビジネスとしての安定基盤につながるものと確信しています。

15



産業機械事業

16

（前期⽐△2.4%）12,895百万円売上⾼

（前期⽐△17.4％）852百万円営業利益

事業概況
国内では航空機業界の受注が回復傾向。海外では中国市場

を中⼼にアジア向け受注は回復傾向だが、⽶国は前年割れ
(⽇本⼯作機械⼯業会の4〜3⽉受注総額は前期⽐3.9%増)

造船・エネルギー・航空機業界の回復を受け、受注は前期
⽐27.8%増加

売上では短納期在庫販売や、鉄道を中⼼にサービス⽀援体
制の改⾰を⾏い⼀定の実績を得る。さらに利益⾯では価格
の改定、販管費の低減に注⼒。しかし前年の受注減少が影
響し減収減益

⼯作機械部⾨

展⽰会への出展など、営業活動の強化を図った
⽣産上で設計の⼯数が増加し、⽣産台数に影響したため減

収減益
⾃動機械部⾨

（百万円）

11,610 12,170 13,213 12,895

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

656
886

1,032 8525.7%
7.3% 7.8% 6.6%

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

■売上⾼ ■営業利益 ■売上⾼営業利益率

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

産業機械事業です。
⼯作機械部⾨では造船・エネルギー・航空機業界の回復を受け、受
注は増加傾向にありますが、⼀昨年の受注額減少の影響により
⾃動機械部⾨も含め減収減益となりました。
⼀⽅でグラフにはありませんが、計画対⽐でみると、売上で
104.4%、営業利益は94.7%とほぼ計画通りの実績となっています。

16



2025年3⽉期 連結貸借対照表（決算短信P4-5）

増減2025/32024/3（百万円）

+30,532407,778377,245流動資産

△13,95155,42169,372現⾦及び預⾦

+31,448288,495257,047受取⼿形及び売掛⾦

+12,08145,49533,413商品及び製品

+1,01311,25210,238有形固定資産

+1,2814,9733,691無形固定資産

+2,03616,11714,081投資その他の資産

+34,865440,122405,256資産合計

増減2025/32024/3

+28,036267,779239,742流動負債

+22,210228,422206,212⽀払⼿形及び買掛⾦

+5048,9048,400短期借⼊⾦

△3,34720,03223,380固定負債

△70111,79912,500⻑期借⼊⾦

+24,688287,811263,123負債合計

+10,176152,310142,133純資産合計

△9,955△15,088△5,133⾃⼰株式

+34,865440,122405,256負債純資産合計

⾃⼰株式の取得、DISでの設備投資△13,95155,421→69,372現⾦及び預⾦
特需（Win更新+GIGA）に備えた在庫の増加+12,08145,495→33,413商品及び製品

△19720,703→20,900借⼊⾦合計

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 17

続きまして、貸借対照表について補⾜させていただきます。
総資産は、先ほどご説明した通り、売上債権と製品在庫の増加によ
り348億円増加しております。
特に在庫に関しては先ほども申し上げましたが、Windows更新及び
GIGAスクール更新需要に基づき戦略的に実施しております。
現⾦及び預⾦は減少しており、当社が運転資⾦として想定している
500億円に近い⽔準となっております。

17



2025年3⽉期 連結損益計算書（決算短信P6）

18

前期⽐増減2025/32024/3（百万円）
率実績率実績

+17.5%+169,0571,136,817967,760売上⾼

+2.0%+1,5867.0%79,7968.1%78,209売上総利益

△5.0%△2,3493.9%44,8964.9%47,246販売費及び⼀般管理費

+12.7%+3,9353.1%34,8993.2%30,963営業利益

+12.8%+4,0223.1%35,4543.2%31,431経常利益

+47653660特別利益

△17,900117,901特別損失

+477.9%+20,4682.2%24,7510.4%4,283親会社株主に帰属する
当期純利益

固定資産売却益（535百万円）等特別利益

⼤和紡績の株式譲渡などに伴う減損損失（16,723百万円）、事業譲渡損（1,039百万円）等特別損失（前期）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

次に損益計算書について補⾜いたします。
前期はITインフラ流通事業において、1Qから複数の⼤型案件を戦略
的に獲得してきたことから、例年よりも若⼲低い利益率で推移して
きました。その後、4Qで⼀定⽔準まで回復し、348億円の営業利益
を残すことが出来ました。
固定資産売却益については、ダイワボウ情報システムの九州セン
ター売却によるものです。
特別損失の100万円は、⾮上場株式の精算を⾏いました。
決算説明については以上です。

18



2026年3⽉期 通期業績⾒通し

19© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

続きまして、 2026年3⽉期の業績⾒通しです。

19



事業に与える影響について

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

 2026年3⽉期業績予想に影響を与える可能性がある事項について2025年5⽉時点での予測
 以下記載の内容を考慮し、今期の⾒通しを策定

 ITインフラ流通事業の販売先は国内に限定され、製品の仕⼊についてもアジア圏からの輸⼊
が中⼼のため調達価格への直接的影響は受けにくい

 産業機械事業における海外取引は全体の20%前後（⽶国向け9%）であり、⼀部影響（営業
利益 80百万円程度）を考慮

 景気後退による企業及び⼀般消費者の需要減については間接的に影響を受ける可能性がある
が、時期や影響度の不確実性から⾒通しには含まない

 当社は取引の⼤部分を「円」で⾏っており、⼀部ドル建ての取引は為替予約をしてリスク管
理をしているため、為替感応度は低い。但し⼤幅な変動による仕⼊原価の⾼騰などが影響す
る可能性はある

 モデルチェンジなどで新価格設定が⾏われるケースが多いため、⽐較的価格転嫁はしやすい
業態だが、営業⾯ではユーザー予算に収めるための価格交渉などが増えることが予想される

関 税

為 替

 取引メーカーの対応策によって間接的な影響を受ける可能性があるが、現時点では不確実性
が⾼く、今後の半導体や原材料の動き、⽣産拠点の変更など注視していく必要あり

 IT関連製品については、単価上昇がエンドユーザの購⼊意欲減退につながる可能性は考えら
れるものの、深刻な⼈⼿不⾜やDX推進を背景に、需要そのものは底堅く推移すると予想

サプライチェーン

20

まずは、今期の業績に影響を与える可能性がある事象について、現
時点での予測をまとめました。

ITインフラ流通事業への関税の影響は少ないとみていますが、産業
機械事業において、⽶国向けの取引が約9%ありますので、⼀部影響
を受けると想定しています。

為替についても、これまでの実績値からその影響度は低いとみてい
ます。関税や為替の変動がサプライチェーンに与える影響について
は、いずれも間接的な影響を受ける可能性はあるものの、

⼀⽅では市場における⼈⼿不⾜やDX推進を背景に、需要そのものは
底堅く推移すると予想しております。今後も市場の変化を注意深く
モニタリングし、必要に応じて柔軟に対応してまいります。これら
を考慮した今期の業績⾒通しをご説明させていただきます。

20



2026年3⽉期 通期業績予想

21

前期⽐増減2026/3
（予想）

2025/3
（実績）（百万円）

率⾦額率⾦額

＋11.3%＋128,9821,265,8001,136,817売上⾼
＋11.6%＋130,0771,254,0001,123,922ITインフラ流通
△8.5%△1,09511,80012,895産業機械

＋10.3%＋3,6003.0％38,5003.1%34,899営業利益
＋11.0%＋3,7543.0%37,8003.0%34,045ITインフラ流通
△17.9%△1525.9%7006.6%852産業機械

＋9.4%＋3,3453.1%38,8003.1%35,454経常利益
＋7.9%＋1,9482.1%26,7002.2%24,751親会社株主に帰属する

当期純利益
＋9.5%＋25.89297.26271.371株当たり当期純利益（円）

（EPS）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

2026年3⽉期の売上⾼は1兆2,658億円。営業利益は385億円を予想
しております。
今期は、10⽉のサポート終了に向けたWindows更新需要に加え、
GIGAスクールの更新需要も本格化する⾒通しです。
営業利益率の減少要因についてご説明いたします。

21



営業利益 推移（予想）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 22

85.7

2025/3
営業利益

2026/3
営業利益

(億円)
販売費及び⼀般管理費売上利益

売上利益の増加 ⼈件費の増加

ベースアップ
▲21.9

その他
▲1.2

システム改修費
▲13.4

物流関連費⽤
▲11.0

事務所増床費
▲6.0

販管費の増加
(⼈件費以外)23.1

(予想)

348.9

385.030.4 3.9

販管費の減少
(⼈件費以外)

今期の営業利益は385億円を計画しております。
本格化するGIGAスクールですが、いずれも⼊札案件となりますので、
その利益率は低くなることを想定しています。
販管費については、⼈件費において約22億円の⼤幅なベースアップ
を⾏いますので、その費⽤を⾒込んで計画しております。
その他ITインフラ流通事業において、労働環境改善と⽣産性向上の
ため、東京に新事業所を先週開設しました。
環境を整備し、より⼀層の業績拡⼤に取り組んで参ります。

22



ITインフラ流通事業 事業戦略

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 23

業界リーダー企業として
コア領域の深化

 ITデバイス基盤における
事業領域の拡⼤

⾼付加価値商材
ビジネス領域の成⻑

技術専⾨部隊による⽀援体制
を整備し提案⼒強化

成⻑分野でのポジション
＆バリューアップ
クラウドプラットフォーム市場

でのシェア拡⼤
 SaaSモデルにおける

事業領域の拡⼤

企業ブランディング
と戦略的投資
社会認知度向上、業界発展への

寄与および地域社会への貢献
事業強化に向けた投資

（システム、M&A、業務提携）
業界最適化に向けた投資

（物流機能、iKAZUCHI（雷））

DX推進による
パートナーリレー
ションシップ
企業価値向上に

向けたビジネスモデル変⾰
⽣産性向上の実現

先端技術を含む
海外ベンダー拡販による
事業領域拡⼤

511,053

612,868
619,600 634,400

2025/3

上期

2025/3

下期

2026/3

上期

2026/3

下期

13,170

20,875
16,450

21,350

2.6%

3.4%
2.7%

3.4%

2025/3

上期

2025/3

下期

2026/3

上期

2026/3

下期

■売上⾼ ■営業利益 ■営業利益率

（百万円）2026/3
⾒通し

2025/3
実績

それではセグメント別にご説明いたします。
右側のグラフをご覧ください。
上期は、10⽉でサポートが終了するWindowsの更新需要と現在進⾏
中のGIGAスクール案件を織り込み、例年よりも⾼い売上⾼を⾒込ん
でおります。
下期は、GIGAスクール案件が中⼼になってまいります。これから決
まっていく案件も多数ございますので、対策を進めて参ります。
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2,929 

2,076 
1,790 1,889 1,986 

2,604 

3,995 

5,136 

2,838 2,992 3,014 

Win10 EOS

PC出荷台数イメージ

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 24

Windows10のサポート終了
 2025年10⽉のWindows10サポート終了に向けて

更新需要は継続
 今上期に需要が集中し、3Qまで⼀定数が残る予想

GIGAスクール構想第2期 端末更新
 25/3〜27/3期に全国で約1,000万台の需要があり、

今期は※約540万台（全体の約54%）の更新を予測
※市場予想を踏まえた当社試算

 当社はPC＋タブレットや関連製品・サービス等を
含めて約1,000億円の売上⾼獲得を⽬指す

(予想)

GIGA 2nd

2027年3⽉期 当社PC出荷予想
 Windows更新需要は終了し約80万台減少
 GIGAスクール需要は全体の30%程の⾒通し
 AI PCの市場浸透期待を含め底堅い需要は継続

3,894

5,200

（千台）
 Windows更新需要が2025年10⽉まで継続
 GIGAスクール第2期は今期本格化
 円滑な納⼊に貢献すべく全国拠点で販売体制・サ

ポート体制を整備、強化

2026年3⽉期 当社PC出荷予想 約520万台

(予想)

こちらはPC出荷台数の推移イメージです。
先ほどご説明した通り、今期はWindows更新とGIGAスクール構想
第2期の更新が本格化し、需要が集中します。
両⽅の需要を捉え、今期は前年⽐33.5%増の520万台のPC出荷を予
想しています。
2027年3⽉期は、その反動減が予想されますが、継続的な成⻑を⽬
指して参ります。
ここで申し上げたいのは、グラフの⾊が違うWindows更新やGIGA
スクールなどの特需分はしっかり獲得しますが、
特需分を除いても、オーガニックに成⻑し、安定した底上げが⾒込
めるようにしていくということです。
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登録販売店数の推移

iKAZUCHI(雷)経由の販売⽬標と登録販売店数の推移

25

130社24社 38社 65社

対応ベンダー数

88社 115社

4,335 

7,810 

8,204 

2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

登録販売店数(社)

契約件数

エンドユーザー数(社)

約139,000件

約100,000社

36 
75 111 147 

204 
285 

405 

520 

2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3

iKAZUCHI(雷)取扱⾼
サブスクリプション管理ポータル「iKAZUCHI(雷)」

を通じた販売パートナーへの販売総額

サブスクリプションビジネスの
市場を拡⼤し継続収益の「地盤」を強化

（億円）

2024/3〜2027/3CAGR30％以上の成⻑を⽬指す

SaaS

IaaS PaaS

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

(計画)

137社
(2025/3)

約25,000件

(計画)

PC出荷台数シェアと同じく、指標の⼀つとしているiKAZUCHI(雷)
の実績はご覧の通りです。
今期の⽬標は、前期⽐28%増の520億円としています。
サブスクビジネスを拡⼤し、ストックビジネスの地盤を確⽴してい
くためにはiKAZUCHI(雷)を販売パートナーにご利⽤いただくことが
⾮常に有効です。
取扱いベンダー数の増加に伴い、年々利⽤件数も増加していること
から、これをしっかり成⻑させていくことが重要課題と認識してお
ります。

25



産業機械事業 事業戦略

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

⼯作機械における在庫販売戦略
⻑岡⼯場組⽴⼯場増築による戦略的かつ計画的な在庫販売戦略の強化
短納期販売を促進し⽶国・中国市場での売上を拡⼤

サービス強化による
収益⼒向上

顧客満⾜度向上と
安定的な収益拡⼤を図る

導⼊済み機台のオーバーホール
提案を重点的に実施

協⼒企業の開拓や社員の
スキルアップによる技術⼒向上

⾃動機械における
収益改善の取り込み

受注案件における
適切なリスク評価による⽣産の標準化

製造委託推進による原価改善
⾷品・製菓・医薬品業界に向けた

ニーズに即した提案営業の強化

海外市場の拡⼤を⽬指し、成⻑が
⾒込まれる地域の市場調査を実施 航空機・エネルギー業界に向

けた⾼精度⽴旋盤の開発と提
案の実施
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6,329 6,565 6,200
5,600

2025/3

上期

2025/3

下期

2026/3

上期

2026/3

下期

348
504 420

280

5.5%

7.7%
6.8%

5.0%

2025/3

上期

2025/3

下期

2026/3

上期

2026/3

下期

■売上⾼ ■営業利益 ■営業利益率

（百万円）2026/3
⾒通し

2025/3
実績

※ランサムウェア被害による営業活動の停滞と復旧
作業の影響で、26年3⽉期下期業績が減少予想

続いて産業機械事業についてご説明いたします。
今期は減収減益の計画としております。
2⽉に発⽣したランサムウェアの被害による営業活動の停滞と復旧作
業の影響で、今期の業績に影響が出る⾒通しです。
復旧は順調に進んでおり、受注の状況も回復傾向にあることから、
この⽔準を最低ラインとして上積み出来るよう進めて参ります。
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株主還元

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 27

続いて、株主還元についてご説明いたします。
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18.58 15.33
35.35 26.08

48.31 51.82 55.53
78.31

109.74

174.47

220.27

267.47

178.14
202.79

45.82

271.37

297.26

2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

1株当たり配当⾦（円）
1株当たり利益/EPS（円）

株主還元
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※株式併合（2017/10/1）・株式分割（2021/4/1）を過年度に遡及して表⽰

（予想）

2009/7
ダイワボウHD

設⽴ HD10周年
記念配当

創⽴75周年
記念配当

2026年3⽉期（予想）2025年3⽉期
年間期末中間年間期末中間

1株配当 100円50円50円90円45円45円

機動的に実⾏約100億円
（2024/5/10〜12/23）

⾃⼰株式取得

33.6%33.2%配当性向
60％以上73.3%総還元性向

(予想)

設⽴以降の、1株あたりの配当⾦、およびEPSの推移はご覧のとおり
です。
好調な業績を反映し、2025年3⽉期の配当については、中間45円、
期末45円の90円を予定しています。
また、2026年3⽉期の配当は、中間50円、期末50円の年間100円と
10円を増配する予定です。
総還元性向60%以上の⽬安に変更はありませんので、⾃⼰株式取得
は機動的に実⾏してまいります。

28



中期経営計画の進捗状況

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 29

それでは、中期経営計画の進捗状況についてご説明いたします。

29



中期経営計画の進捗状況＜損益＞

30

2027/3期
（計画）

2026/3期
（計画）

2025/3期
（計画）（億円）

10,00010,5009,750売上⾼
330350311営業利益

3.3%3.3%3.2%営業利益率

2027/3期
（予想）

2026/3期
（予想）

2025/3期
（実績）（億円）

11,40012,65811,368売上⾼
360385348営業利益

3.2%3.0%3.1%営業利益率

中期経営計画の進捗

※中計2年⽬以降の予想を更新

⼈⼿不⾜に対するIT投資の拡⼤に伴い、特需を除くベースの需要は着実に成⻑が続く⾒込み

市場のPC出荷台数に頭打ち感はあるものの、AI PCによる単価上昇や⽤途拡⼤等に伸びしろあり

最も成⻑率の⾼いクラウド関連領域にもiKAZUCHI(雷) を中⼼に関与し、関連サービスを拡充

M＆Aの活⽤も含め新規領域への拡⼤を推進し利益率の向上を図る

今後の⾒通し

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

中計の初年度となる2025年3⽉期は、Windows更新需要の前倒しや
製品単価上昇の影響もあり、売上利益共に当初計画を⼤きくクリア
する結果となりました。今後も、国内のIT関連投資は好調に推移す
る⾒通しから、中計2年⽬以降の予想を更新します。
今期の予想は、先ほどご説明した通りです。2027年3⽉期の反動減
は、主にWindows更新需要の減少分を予想しています。
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22.3 22.2

12.9

13.7

3.0

2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

17.6 16.5

10.3 11.5

12.8

2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

24年３⽉期は⼀過性の特別損失計上のため低下も
今期は本来の収益⼒に回復

中期経営計画の進捗状況＜グループ経営指標＞
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ROE 14%以上
⾃⼰資本当期純利益率

＜株主資本に対するリターン＞

ROIC 12%以上
投下資本利益率

※税引後営業利益／（純資産＋有利⼦負債）
＜投下資本に対するリターン＞

（％）
（％）

⽬標値
実績

中計⽬標

⾃社認識の資本コストを上回るとともに
中計⽬標⽔準をクリア

実績
16.8%

中計⽬標

WACC (⾃社認識)
5.8％〜7.0%

株主資本コスト(⾃社認識)
6.2％〜7.5%

実績
14.3%

⾃社認識資本コスト

次にグループ経営指標についてご報告いたします。
当社では、ROEとROICを重要な経営指標として位置づけ、設定した
⽬標を上回るよう事業会社との連携に努めております。
2025年3⽉期のROEは16.8%、ROICについても14.3％と、いずれ
も⽬標を上回っております。
今後も、⽬標以上を維持しスプレッドの拡⼤に取り組んで参ります。
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現預⾦

営業CF
（3年累計）

⼿元流動性

株主還元

戦略的M&A

資⾦源 資⾦⽤途

キャピタルアロケーション⽅針（2025/3期〜2027/3期）
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運転資⾦として500億円程度の現預⾦を保持
ITインフラ流通事業における⽉商および運転資⾦から試算し
適切な⽔準の⼿元流動性を確保

安定的な配当（現中計期間中は累進配当とする⽅針）
機動的な⾃⼰株式取得を組み合わせ（今後消却も検討）
• 配当 ︓配当性向30%以上
• ⾃⼰株式取得 ︓総還元性向60%以上を⽬安

• CAPEX（設備投資・研究開発）︓150億円→110億円
• システム投資※（経費） ︓80億円以上
• ⼈的資本投資※（経費） ︓100億円→140億円以上

案件規模に応じ⾃⼰資⾦だけでなく外部借⼊等を活⽤

※成⻑投資のうち会計上費⽤とされるシステム投資と⼈的資本投資のうち、
2024/3期実績からの増加分をカウント

3ヵ年累計でのキャピタルアロケーションイメージ

外部借⼊

既存領域への
成⻑投資

戦略的費⽤※

資⾦源 資⾦⽤途

キャピタルアロケーションの⽅針についてご説明いたします。
中計初年度を終了し設備投資の⾒直しを⾏った結果、想定から40億
円減少する⾒通しとなりました。
これは基幹システムのバックアップ構成などの⾒直しや概算からの
コスト削減によるものです。
⼀⽅、⼈的資本投資については⼤幅なベースアップ等により増加す
る⾒通しです。
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⼈的資本戦略

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 33

従業員⼀⼈ひとりの
チャレンジ姿勢の強化

新事業・新製品の展開

従業員の発想⼒・スキル向上
稼働効率UP

⽣産管理能⼒強化による
納期・在庫の改善

中期経営計画

⼈的資本投資
（3ヵ年で※100億円以上）

ウェルビーイング
経営

⼈的資本施策
ダイバーシティ推進

― ⼥性活躍推進、シニア活躍推進 等

⼈材採⽤の強化
― グループ採⽤、キャリア採⽤ 等

育成環境の整備
― 研修・OJT、リスキリング⽀援 等

従業員エンゲージメント向上
― 処遇・評価、福利厚⽣、サーベイ 等

健康経営の推進
― 健康保険、労働時間管理、安全衛⽣ 等

労働⽣産性
の向上

▼
利益率

資本回転率
アップ

▼
ROIC向上

グループ連結の労働⽣産性
1⼈当たり売上⾼ ⽬標値

3ヵ年平均 +5.7%以上

TOPICS
➤ 2023年以降グループ各社にて⼤幅な賃⾦ベースアップ（初任給改定含む）を実施
➤ 今期も⼤幅なベースアップとともに、教育や福利厚⽣の充実などに積極投資
➤ 中計で予定していた3ヵ年で100億円以上の⼈的資本投資を※140億円以上に拡⼤
➤ DISにて「健康経営優良法⼈2025」の認定を取得

続いて、⼈的資本戦略についてご説明します。
当社は、業績拡⼤を⽀えるために⼈的資本への投資が最も重要であ
ると考えています。
これらの図は当社グループの⼈的資本戦略として整理したものです。
いずれの施策も労働⽣産性の向上によるROICの改善にもなり、企業
価値向上につながるものです。
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中⻑期ビジョン『2030 VISION』

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 34

続きまして、昨年5⽉に公表した、中⻑期ビジョンである『2030 
VISION』についてご説明いたします。
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中⻑期ビジョン『2030 VISION』

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 35

2030
VISION

IT分野を軸に新たな事業領域へ経営資源を投⼊し
バリューチェーンのさらなる発展につながるグループ体制を構築するエクイティストーリー

「なくてはならない企業グループ」へ
All-in-One Solution Companyグループのあるべき姿

2030年度
営業利益⽬標
500億円

繊維事業

新規事業

売上⾼

営業利益率

環境・社会
関連指標

⼈的資本
指標

ROIC ROE

PER

時価総額

PBR成⻑性・収益性

資本戦略・サステナビリティ

市場評価

資本効率

営業利益 成⻑イメージ

当社が描くエクイティストーリーは、「IT分野を軸に新たな事業領
域へ経営資源を投⼊し、バリューチェーンのさらなる発展につなが
るグループ体制を構築する。」というものです。
2030年のあるべき姿としては、社会に求められる事業モデルを創造
する「なくてはならない企業グループ」となること、ディストリ
ビューションを不動のコアに、IT市場全体を”つなぐ”All-in-One 
Solution Companyとなること。
定量⽬標として2030年度に連結営業利益500億円を⽬指しています。
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中⻑期ビジョン『2030 VISION』の実現に向けて

36
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2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3 2028/3 2029/3 2030/3 2031/3

収益認識基準
▲648億円適⽤

Win更新&GIGA
売上⾼ 営業利益

GIGA 1st

Win7 EOS

Win10 EOS
GIGA 2nd

売上と営業利益の成⻑イメージ

11,368
10,435

9,440

7,855 7,638

9,039
9,677

12,658

11,400

328
350

240
279

309
348

385
360

500

（億円）

AIが業務に浸透し企業のDXが進むことにより、PC
を安定的に供給し、セキュリティ、ネットワーク、
クラウド関連の成⻑を推進

新規領域への事業拡⼤や、
M＆A含めた成⻑戦略の
実⾏による業績積上

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

6,695

227

143

こちらは、2030年度に向けた当社の成⻑イメージです。
グラフの緑⾊が特需による上積み分となりますが、これまでもベー
スの⽔⾊部分を順調に拡⼤してきました。
今後も需要の⾼まりを捉え、新規領域への事業拡⼤や、M&A含めた
成⻑戦略の実⾏による業績積み上げにより、確実に成⻑して参りた
いと考えております。
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株主及び投資家の皆様との⾯談実施状況（2024年4⽉〜2025年3⽉）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.

⾯談の状況

主な活動

⾯談した株主・機関投資家の概要

対話の主なテーマや株主の関⼼事項

取締役会に対するフィードバックの実施状況

SR・IR⾯談実績︓221件 (前期 177件)

全株主

機関投資家向け

個⼈投資家向け

株主総会・決算説明会（年2回）

IR⾯談(四半期毎)・SR⾯談
海外ロードショー
各種個⼈投資家向けIRイベン
ト出展・説明会参加(全５回)

 取締役会において経営陣へ四半期毎にフィードバック
 特に重要事項は担当取締役より取締役会へ適宜報告

 Windows10EOS・GIGAスクール第２期のPC更新需要の
最新動向と、当社業績への影響

 iKAZUCHI(雷)のビジネスモデルと実績
 AI PCの需要動向
 今年２⽉以降の株価下落について
 2026年３⽉期以降の業績⾒通し
 中計経営計画(25年３⽉期〜27年３⽉期)⾒直しの有無
 株主還元⽅針の⾒直しの有無
 『2030 VISION』達成に向けた新規事業創出、成⻑戦略

の検討状況・進捗
 繊維事業の独⽴を経て社名変更の検討

当社は株主及び投資家の皆様への適時・適切な情報開⽰と建設的な対話を通して、当社の経営状況に対する適切な理解の
形成とともに対話内容を経営にフィードバックすることによる企業価値向上の実現を⽬指す

43.5%56.5% 47.2%52.8%

■2025年3⽉期■前期

■ 海外
■ 国内

37

最後になりますが、株主及び機関投資家の皆様との⾯談状況につい
てご報告いたします。
昨年1年間でのSR・IR⾯談件数は221件でした。
様々なご質問、ご意⾒をいただいており、主な対話のテーマや関⼼
事項は記載の通りです。
この⾯談内容については、4半期ごとに取締役会にフィードバックす
るスキームを実⾏しています。
また投資家の皆様からアドバイスは、真摯に検討してまいりたいと
考えておりますので、引き続きご意⾒を賜りますようお願い申し上
げます。
説明は以上になります。 ありがとうございました。
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参考資料
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➤ ITインフラ流通事業の「取扱⾼」について
➤ 事業概要
➤ 業績推移グラフ

38



（補⾜）ITインフラ流通事業の「取扱⾼」について
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取扱⾼
Transaction Volume

売上⾼
Net Sales

取
扱
⾼ 売

上
⾼

「収益認識に関する会計基準」
適⽤による影響額
（2022/3期〜）

⼀部の保守・保証サービス、iKAZUCHI(雷)
によるソフトウェア販売など、会計基準上の
「代理⼈取引」について、販売対価の純額を
売上⾼に計上

 2022年3⽉期以降の売上⾼
財務会計における業績評価

 2021年3⽉期以前の売上⾼と
同じ基準で算出
（＝会計基準変更前の売上⾼）

取引規模を⽰す上で重要な指
標となるため「取扱⾼」とし
て継続して活⽤

管理会計における営業評価
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グループの沿⾰
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錦華紡績、⽇出紡織、出雲製織および和歌⼭紡織
の4社が合併し、⼤和紡績として発⾜

1941. 4

⼤和紡績が東証1部上場1949. 5

⼤和紡績が宍道⼯場を分離し、⼤和機械⼯業
（現オーエム製作所）を設⽴

→その後、⼯作機械・紡績機の製造を⼿掛けていた⼤阪機
械製作所と1960年に合併しオーエム製作所が誕⽣

1949. 7

オーエム製作所が東証1部上場1971.11

⼤和紡績が新規展開の⼀環として、情報関連事業へ
進出するためにダイワボウ情報システムを設⽴

1982. 4

ダイワボウ情報システムが東証1部上場2000. 9

⼤和紡績とダイワボウ情報システムが経営統合2009. 4

⼤和紡績がダイワボウホールディングスへ商号変更
繊維事業の中核会社として新たに⼤和紡績を設⽴

2009. 7

ダイワボウホールディングスとオーエム製作所が
経営統合 ⇒3事業体制へ

⼤和紡績の独⽴化（株式譲渡）を決定

株式譲渡により⼤和紡績が独⽴

2011. 7

2023.11

2024. 3
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価値創造の歴史

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

ITインフラ流通事業
繊維事業
産業機械事業

GIGA 
SchoolWin7

EOS

販売管理システム
DIS-NET稼働 DIS-NETⅡ DIS-NETⅢ DIS-NETⅣ

社会のニーズ・課題に応え事業を発展、
成⻑してきた歴史

IT業界最⼤規模の電⼦商
取引（BtoB）システムと
なる「iDATEN(⾱駄天)」
の稼働開始

サブスクリプション
管理ポータル
「iKAZUCHI(雷)」
の稼働開始

ICT活⽤実証研究
「DIS School
Innovation Project」
を開始

⼤和紡績とダイ
ワボウ情報シス
テムが経営統合

オーエム製作所
と統合し3事業
体制へ

紡績4社の合併により⼤和紡績（株）が発⾜し、
⼯作機械・紡績機の開発・製造から（株）オーエ
ム製作所が⽴ち上がりました。さらに紡績⼯場の
モニタリングシステムの開発部署が分離独⽴して
ダイワボウ情報システム（株）を設⽴と、時代の
要請に合わせて成⻑し続けています。

（億円）

41© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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2014/3
5,000億円突破

1996/3
1,000億円突破

2012/3
4,000億円突破

ダイワボウ情報システム（DIS）の歩み

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 42

DIS単体
売上⾼推移

1982 DIS創業
• ⼤和紡績が、PC活⽤による⽣産現場のモニタ

リングシステムを⾃社開発したノウハウを⽣
かして、わずか10名でスタート

• システム開発・販売ではなく、PCをはじめと
した情報機器の販売にシフト

1983-1984 多店舗展開
• ⼤和紡績の⼯場があった佐賀・出雲・⾦沢に

⽀店を開設し、いずれも早期に⿊字化したこ
とで多店舗展開を加速

1999/3
2,000億円突破

2003/3
3,000億円突破

2019/3
6,000億円突破

1998 DIS-NET稼働
• 販売管理システム「DIS-NET」を本格稼働し、

創業以来の伝統である即納体制をさらに強化

2009
経営統合
• HD体制の「ITインフラ流通事業」

として位置づけ2000
DIS東証1部上場

2000 iDATEN(⾱駄天)稼働
• BtoB販売⽀援Webサイトで

24時間365⽇注⽂受付可能に

2020/3
8,000億円突破

2021/3
9,000億円突破

2025/3
1兆円突破
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ITインフラ流通事業の事業構造

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 43

プロモーション機能

販売管理システム

パートナーサポート機能

DISオウンドメディア
・PC-Webzine.com
イベント（全国各地・オンラインで開催）
・DISわぁるど ・ICT EXPO ・DIS Webinar

サービス&サポート機能
・設定・設置サービス
・オリジナル保守 ・コールセンター事業

全国をカバーする物流拠点
DISの物流機能
・配送、出荷、保管、⼊荷
・メーカー倉庫代⾏サービス ・キッティング

メーカー
（仕⼊先） エンドユーザー

企業

官公庁・⾃治体

⼀般消費者

⽂教・研究施設

医療機関

販売
パートナー

商社

事務機器販売店

量販店・専⾨店

EC・WEB事業者

SIer・NIer

ユーザーニーズ
の多様化

業種やエリア毎に
異なる商習慣

全
国

96
拠
点
の
営
業
網

約1,400社

約260万アイテム

世界中のメーカー
の豊富な商品群

約19,000社

通信回線業者

43
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ディストリビューターの役割と付加価値

の役割

⻑年培ったサプライチェーンマネジメントに
より全国の需要量・ニーズを連携し、メー
カーの⽣産計画やプロモーションに反映

物流センターをメーカーの倉庫機能として活
⽤することで、メーカーの時間・コスト節約
に加えて、キッティングや他社製品と組み合
わせた出荷を実現

海外から⽇本市場に新規参⼊するメーカーと
協業し国内を網羅した販売網・配送網を提供

様々なメーカーの商品・情報を取り揃え、
最適な組み合わせで提案・提供

豊富な在庫から販売パートナーに代わって
全国のエンドユーザーにスピーディに納品

出荷前のキッティングや運⽤、保守、延⻑保
証等の技術サービスをワンストップで提供

地域特性に応じたイベント開催・プロモー
ションなど全国拠点を活⽤した需要創出

約1,400社 約260万アイテム

販売パートナー
約19,000社

DISの営業網を活⽤し販路拡⼤・
販売業務効率化

DISの機能を有効に活⽤することで
⾃社の得意なビジネス領域に注⼒

商品開発
営業・販促
受注・⽣産
在庫・出荷
請求・回収

設定選定
納品提案
⽀払⾒積

顧客対応発注

⼀本化
・

協業
・

代⾏

⼀本化
・

協業
・

代⾏

全国96拠点
の営業網

物流センター

商品選定・
提案
市場ニーズ
の把握

キッティング

保守サポート

メーカー
（仕⼊先）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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iKAZUCHI(雷)ビジネスモデル

45

ダイワボウ情報システム
企業

官公庁

教育機関

組合・団体等

圧倒的な品揃え
260万アイテムからエンドユー
ザーの多様なニーズに合わせて
販売パートナーに提案･提供

全国96拠点

コストパフォーマンス
⾒積や配送の効率化、SE向けの
先進テクノロジートレーニング
の提供など多⽅⾯から販売パー
トナーを⽀援

販売ツールの提供
⼆つのWeb受発注システム

サービス＆サポート
メガ物流センターを完備し
在庫管理、PC/タブレットの
キッティング、設置･保守サー
ビスを提供

エンドユーザーが複数の
サービス利⽤をしていて
も同じ画⾯で契約状況を
⼀元管理

⽉額・年額・従量課⾦等
様々な⽀払いサイクルに
対応

⼀括管理可能なポータル
■137ベンダー
■258サービス
■エンドユーザー約10万社

契約状況をエンドユーザー
⾃⾝で確認できる

販売パートナー

仕⼊先メーカー

⽉額・年額・従量課⾦

さまざまなサブスク
リプションサービス

サブスクリプション管理ポータルサイトを提供して
販売パートナーの契約促進を⽀援

事務機器販売店 SIer 商社 通信回線業者など

※ベンダー、サービス、エンドユーザー数は2025年3⽉末時点

商品・サービス
パック等 サブスク

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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物流センター効率化

46

関⻄センター（神⼾市） 関東中央センター（埼⽟県吉⾒町）

2020年5⽉本格稼働
倉庫⾯積︓36,342㎡

東⻄メガセンターを中⼼に
効率化・⽣産性向上に注⼒

ロボットストレージシステム
→作業効率・スペース最適化

【ロボット稼働台数】
関東中央︓45台、関⻄︓30台

キッティングセンター併設
→⼊荷＞作業＞出荷に迅速対応

トラック予約受付システム
→⼊出荷情報の共有・⾞両平準化

2016年6⽉本格稼働
倉庫⾯積︓44,753㎡

PC・タブレット
キッティング実績

︓年間26.2万台
（2025/3期）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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営業効率化とローコストオペレーション

© Daiwabo Holdings Co., Ltd. 47

6.8%

4.8%

4.4%

3.8%

4.5%
4.1%

4.3%

3.8%

7.5%
7.3%

7.6%

7.2%
7.5%

7.0%
7.4%

6.8%

⼀⼈当たり売上⾼
販管費率
粗利率

ITインフラ流通事業 実績

営業利益率
0.7%

※連結調整を反映しておりませんのでセグメント実績とは異なります

SFASFA BIBI RPARPA

メーカー
（仕⼊先）

約1,400社

EDI

EDI

基幹システム
（DIS-NETⅤ）

物流センター

販売
パートナー

約19,000社

エンド
ユーザー

1兆円を超える売上⾼を⽀えるシステム基盤の強化

 性能向上のため機器スペック増強、可⽤性改善
 既存システムの移⾏、⾮互換プログラムの改修を含むマイグ

レーション
 災害・障害・セキュリティ対策と運⽤管理改善・可⽤性向上
 社内システム連携強化、⾃動化
 iDATEN（⾱駄天）、iKAZUCHI（雷）、EDIなどの機能強化

3ヵ年で以下の機能強化を実施

営業利益率
3.0%
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産業機械事業 ― 製品事例 ―

48

 中・⼤型で国内シェアNo.1（累計出荷台数7,700台超）
 「⽴旋盤のオーエム」として国内外で⾼い評価を獲得
 ⼯作物を⽔平⽅向に回転するテーブルに取り付けて切削する機械で、テーブル径は800

〜6,000mmと幅広く多様な⽣産形態に対応し、⾼剛性・⾼精度で操作性に優れ、航空
機エンジン、⾵⼒発電の部品をはじめ、あらゆる分野のマザーマシンとして活躍

 左の写真は⼩型汎⽤機「RT-915」

 鉄道⾞両のメンテナンスに使われる専⽤⼯作機械で鉄道の安全と乗り⼼地の向上に寄与

 床下⾞輪旋盤で国内シェアNo.1
 世界初の⾞輪旋盤を製作し全世界向けに多くの納⼊実績のあるドイツのヘーゲンシャイ

ト社より技術供与を受けて国産化、設計・部品・ソフトウェアはすべてオリジナル製作

 カートナー（⼩箱詰機）や、個包装された商品を集積してフィルムで包む中間包装機、
段ボールケーサーなど幅広い⾃動機械を製作（左の写真は横型連続カートナー）

 ライフサイクルが短く多様化が顕著な⾷品や、製造基準の厳格化が進む医薬品など、変
化の激しい分野の包装⼯程のニーズに柔軟に対応できる技術と発想⼒が強み

⽴旋盤

⾞輪旋盤

⾃動機械

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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連結売上⾼

49

（百万円）

494,939 536,073 582,700 

693,957 
857,008 

969,748 

691,281 
828,997 894,693 

1,123,922 
12,788 

11,708 
11,972 

13,900 

12,988 

11,582 

11,610 

12,170 
13,213 

12,895 

66,016 67,438 
71,021 

75,088 

71,670 

61,033 

58,289 

61,980 
59,210 

578,506 617,811 669,596
785,554

944,053
1,043,534

763,838
903,918

967,760

1,136,817

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

ITインフラ流通 産業機械 繊維 その他

収益認識に関する
会計基準の適⽤

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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連結営業利益

50

（百万円）

9,912 12,626 14,305
22,709

32,841 35,028

24,059 27,944 30,963 34,899 

1.7%
2.0% 2.1%

2.9%

3.5% 3.4%
3.1% 3.1% 3.2% 3.1%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

営業利益 売上⾼営業利益率

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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連結経常利益・連結当期純利益

51

（百万円）

9,679 
12,572 

14,291 

22,840 

33,195 
35,781 

24,554 
28,608 

31,431 
35,454 

5,266 7,469 10,531 
16,775 

21,178 
25,715 

16,988 19,059 

4,283 

24,751 

9.5%
12.5%

15.5%
21.1% 22.3% 22.2%

12.9%
13.7%

3.0%

16.8%

4.0% 5.0% 5.2% 7.3%
10.0%

10.0%
6.6%

7.5%

7.7% 8.4%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

経常利益 当期純利益 ROE（⾃⼰資本当期純利益率） ROA（総資産経常利益率）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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四半期別業績 推移

52

（百万円）

187,315 

237,187 

285,327 

333,703 

166,862 
183,806 

188,399 
224,770 

185,445 
223,801 228,363 

266,308 

209,337 
236,580 229,353 

292,488 

227,844 
289,538 

291,418 

328,016 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

4,629 
6,223 

10,348 

13,826 

4,393 5,412 
5,070 

9,181 

4,353 
6,609 6,810 

10,170 

4,929 
7,845 

6,139 

12,049 

4,274 

9,248 
8,490 

12,886 
2.5% 2.6%

3.6%
4.1%

2.6%

2.9% 2.7%

4.1%

2.3%
3.0% 3.0%

3.8%

2.4%

3.3%

2.7%

4.1%

1.9%

3.2%
2.9%

3.9%

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

■連結売上⾼ ■連結営業利益 ■売上⾼営業利益率

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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ITインフラ流通事業 四半期別 業績⽐較

53

168,611 203,094 211,111 246,180
192,592 216,644 

213,038 272,417
226,058

284,994 288,627 324,241

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

3,923
5,815

6,531
9,124

4,529 
7,046 

5,884 

10,784 

4,358 

8,811 
8,307 

12,567 2.3%
2.9% 3.1%

3.7%

2.4%

3.3%
2.8%

4.0%

1.9%

3.1% 2.9%

3.9%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

■売上⾼ ■営業利益 ■営業利益率
© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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2023/3 2024/3 2025/3
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連結総資産・連結純資産・⾃⼰資本⽐率

54

245,747 259,531 286,029 
335,888 328,813 

383,757 356,203 
406,688 405,256 440,122 

57,031 63,903 73,148 87,191 104,741 129,322 136,173 143,961 142,133 152,310 

23.0% 24.4% 25.3% 25.7%

31.6% 33.4%
38.0%

35.2% 35.0% 34.6%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

総資産 純資産 ⾃⼰資本⽐率

（百万円）

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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設備投資額・減価償却額・研究開発費

55

4,361 
3,898 3,667 

2,187 2,151 
2,679 

4,475 

2,616 2,906 3,112 3,405 3,491 3,381 3,290 

1,712 1,802 
1,033 1,001 853 883 928 902 151 

235 

2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3(計画)

設備投資額 減価償却額 研究開発費
© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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セグメント別 従業員数

56

1,815 1,803 1,795 1,813 1,831 1,925 2,002 2,054 2,083 2,080 2,381 2,425 

409 426 452 443 441 476 490 496 456 454 
455 466

3,721 3,713 3,701 
3,002 3,130 3,155 2,910 3,001 3,070 2,841 

6,344 6,284 6,294
5,617 5,650 5,794 5,654 5,683 5,671 5,432

2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

ITインフラ流通 産業機械 繊維 その他

2,867

（⼈）

※各事業年度の最終⽇（3⽉31⽇）時点の⼈員数となります

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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株価推移

57

相対株価（⽉⾜・終値ベース）

■ダイワボウHD
■⽇経平均株価

2,528.5 円2,528.5 円
2025年3⽉末

2,567.5 円2,567.5 円

1.49

時価総額
PBR
1倍⽔準

2024年3⽉末

1.49倍

（百万円）
※当社株価は株式併合（2017/10/1）・株式分割（2021/4/1）を過年度に遡及して表⽰

227,111百万円

PBR
時価総額

※2025/3終値ベース

227,111

© Daiwabo Holdings Co., Ltd.
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ダイワボウホールディングス株式会社

58

〒530-0005 ⼤阪市北区中之島3丁⽬2番4号 中之島フェスティバルタワー・ウエスト本社所在地

⼤和紡績として創⽴ 1941年4⽉1⽇
ダイワボウホールディングス設⽴ 2009年7⽉1⽇

設⽴⽇

2,928名（2025年3⽉末現在）連結従業員数

216億9,674万4,900円資本⾦

東証プライム市場 証券コード 3107 ／ 業種︓卸売業 ＜JPX⽇経インデックス400構成銘柄＞株式

コンピュータ・周辺機器・ソフトウェアの販売
および物流サービス業
コンピュータ機器等の導⼊・保守・修理サービス業

ITインフラ流通事業
［中核会社］

事業内容

⼯作機械、⾃動機械および鋳物製品の製造販売業
産業機械事業

［中核会社］

※⼤和紡績株式会社は2024 年 3⽉27⽇に独⽴いたしました。
（発⾏済株式の85％を株式会社アスパラントグループ へ譲渡）
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本資料に記載された業績予想値等の将来に関する記述は、現在⼊⼿可能な情報をもとに、当社が
現時点で合理的であると判断した⼀定の前提に基づいて作成したものであり、その正確性を保証
するものではありません。実際の業績は、今後さまざまな要因により本資料の内容と異なる可能
性のあることをご承知おきください。なお、当社は理由の如何にかかわらず、本資料の利⽤の結
果⽣じたいかなる損害についても責任を負うものではありません。

【免責事項】

https://www.daiwabo-holdings.com/

※本資料中に記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。

ニュース
https://www.daiwabo-holdings.com/ja/news.html

ダイワボウグループ⼀覧
https://www.daiwabo-holdings.com/ja/group.html

沿⾰
https://www.daiwabo-holdings.com/ja/company/history.html
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